
 

 

 

 

 

 

 

 

第 ３ 章  

計画の基本的な考え方 
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１ 基本理念  

⼦どもは未来の宝です。未来を担う⼀⼈ひとりの⼦どもに対して、限りない愛情を注

ぎ、その存在に感謝し、健やかな成⻑を促すことは⼤⼈の責務です。 

これまで本町では、⼦育てに第⼀義的な意義を持つのは「親」であり、親が⼦育てを

通して「親」としての⾃覚や誇りを持ち、⼀⼈の⾃⽴した地域⼈として成⻑していくこ

と、また、親や⼦育て家庭を社会全体で⽀え、積極的に⼦どもや⼦育てに関⼼を持ち、

住⺠・地域社会・⾏政が相互に連携し、⼀⼈ひとりが夢を持ち続けることができる“まち”

としてさらに発展するため、「⼦どもが輝くまち ぎなん」を基本理念に掲げ、⼦育て

⽀援の施策を推進してきました。 

本計画においては、第２期計画まで掲げてきた基本理念を引き続き継承し、この理念

を具現化するために、関係機関の連携のさらなる強化と密接な情報共有を⾏い、⼦ども

たちがそれぞれの思いや考え、悩み、不安などを発信できるまちを⽬指して、各施策を

実施していきます。 

また、これらの施策を実施することで、本町のすべての⼦どもの権利が置かれている

環境等にかかわらず保障され、⼦どもたち⼀⼈ひとりが安全な環境で⾃⽴した個⼈とし

てひとしくいきいき育ち、⾝体的・精神的・社会的に将来にわたって幸せな状態で⽣活

を送ることができ、笑顔がかがやくまちづくりを⽬指します。 

さらに、すべての⼦育て当事者が、不安や孤⽴感を抱いたり、また過度な使命感や負

担を感じたりすることなく、岐南町で⼦育てを楽しみながら、岐南町で幸せを感じ、住

んでよかったと実感できるまちになることを⽬指します。 

 

 

 

 

 

 

 

  

子どもが輝くまち 
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２ 基本的な視点  

本計画では、第２期計画の次の３つの基本的な視点を継承し、⼦育て⽀援施策を通し

た取り組みを⾏います。 

(1) 子どもが子どもらしく生きる 

⼦どもは、社会の希望であり、社会の未来を創造する⼒であるとともに、保護者や

社会から⽀えられながら⾃⽴した個⼈として⾃⼰を確⽴していく、⽣まれながらの権

利の主体です。そのため、⼦どもを個⼈として尊重し、その権利を保障することで、

「今・この瞬間」を⼗分に⽣き、謳歌することができるような環境をつくることが求

められます。⼀⽅で、地域コミュニティの希薄化・少⼦化・遊びの場の減少等によっ

て、⼦どもが⼦どもらしく⽣きることが困難な現実に直⾯しています。 

⼦どもが⼦どもらしく、⾃⼰肯定感をもって⽣きることができるよう、地域社会全

体が⼦どもという存在を理解し、⼦どもが「いる」ことに喜びを感じられる場や空間

とともに、⼦どもが⾃⼰を⼗分発揮できる環境を充実させます。 

(2) 大人が大人らしく、親としての自覚と責任を持つ 

⼦育て当事者が⼦育ての負担感や不安感、孤⽴感を抱くことがないよう、地域や社

会が寄り添うことによって、保護者が⾃⼰肯定感を持ちながら⼦どもとしっかりと向

き合うことができ、親としての⾃覚と責任を持てるような質の⾼い⼦育て⽀援環境を

整えます。さらに、保護者が⼀⼈の社会⼈として、⼦育てをしながら社会と接点をも

ち、⼈として成⻑できるまちを⽬指します。 

加えて、⼦育て世帯の不安感や負担感の軽減を図るため、⼦育ての相談窓⼝を整備

し、妊娠前から⼦育て期にわたる切れ⽬のない⽀援を⾏います。 

(3) 地域全体で「すべての子どもと家庭」を支援する 

「すべての⼦どもと家庭」への⽀援を実現するため、社会のあらゆる分野における

すべての構成員が、⼦ども・⼦育て⽀援の重要性に対する関⼼や理解を深め、各々が

協働し、それぞれの役割を果たすことが必要です。 

近年、⼦どもの⼈権が脅かされる事件が増えており、⼦どもの命を守ることを最優

先とし、すべての⼦どもの成⻑にとってよりよい環境づくりのために⾝近な地域で⼦

どもや⼦育てを⾒守り、⽀え合うことができるような仕組みづくりに取り組みます。 
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３ 施策の体系  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基本理念】 【施策の方向】 【基本目標】 

⼦
ど
も
が
輝
く
ま
ち 
ぎ
な
ん 

(1) 地域における⼦育て⽀援サービスの充実 

(2) ⼦どもの放課後等の居場所づくり 

(1) 相談⽀援・情報提供の充実 

(2) 妊娠前から産後までの切れ⽬のない⽀援 

(3) ⼩児医療の充実 

(1) 就学前教育・保育サービスの充実 

(2) ⼩学校への滑らかな接続 

(4) 仕事と⼦育ての両⽴の推進 

(5) 産休・育休復帰を円滑に利⽤できる環境 
の整備 

(1) 児童虐待防⽌対策の充実 

(2) ⽀援が必要な家庭への⽀援 
（⼦どもの貧困対策含む） 

(3) 障がい児施策の充実 

(3) 安⼼・安全に成⻑できる環境の整備 

１ 切れ⽬のない⽀援 
体制の構築 

２ ⼦どもが健やかに 
成⻑できる環境の
整備 

３ 地域における⼦育て 
の⽀援 

４ 個々の家庭の特性に 
応じたきめ細やかな 
⽀援 


